
2024年３月吉日 ボランティア係

国分寺三田会会員の皆様

・小金井桜フォトコンテスト 主催：小金井市
募集期間：令和6年4月1日～5月31日

・小金井桜観桜会と花の宴 主催：名勝小金井桜の会
令和6年4月6日
桜並木の散策（1部）とお花見会（2部）

小金井市では100周年をお祝いするとと
もに、市の魅力を市内外に広くPRして
いくため、各種記念事業を予定してい
ます。

名勝指定100周年記念シンボルマークです。
小金井桜を構成する桜はヤマザクラですの
で、シンボルマークでは、ヤマザクラの特
徴である、多様性を「桜」の字で多色（緑
系、茶系、赤系）で表現しています。

令和6年12月9日に名勝小金井（サクラ）
は文化財指定を受けて100周年を迎えます。

日本古来からある桜のヤマザクラは、一
本一本が異なる個体で、花の色や葉の色
も様々です。また、花が散ってから葉が
出るソメイヨシノと異なり、花と葉が同
時にあらわれるのがヤマザクラです。

◆100周年記念行事（抜粋）

国分寺三田会ボランティア係からのお知らせ

「知る
つなげる
笑顔広がる」

小金井桜「名勝指定100周年記念事業」を盛り上げよう！
昨年12月9日に歴史をひもとく会主催で「小金井桜―名勝指
定99周年」の講演がありました（講師：小金井市学芸員
髙木翼郎氏）。多くの方が小金井桜に興味を持たれた事と
存じます。国分寺三田会としてお役に立てることはないかを
高木氏に確認したところ、「玉川上水の山桜のことをより多
くの方に知ってもらうため、玉川上水の桜の蕾や花の写真を
撮ってＸ（旧Twitter）、Instagram、Facebook（Meta）
に載せていただきたい」との事でした。

小金井桜「名勝指定100周年記念事業」（小金井市広報資料より）

写真をＳＮＳへ投稿するときは①撮影場所、
②小金井桜プレート番号を記載して下さい。
（撮影場所は添付地図を参照。 小金井橋
～梶野橋の区間が整備区間です。）

小金井桜開花状況（2024年3月12日撮影）

小金井桜は山桜でソメイヨシノより遅いです。今から１か月
半くらいの間、桜が終わるまで時々訪れて写真を撮ってSＮS
で小金井桜のニュースを拡散して、小金井桜100周年記念事
業を盛り立てましょう。

玉川上水の小金井桜を撮影してＳＮＳに投稿してください。
ご協力いただける方はよろしくお願いします。

＜問い合わせ先＞

江端真理子（S52商）

名勝小金井（サクラ）のことを、「知る」
「つなげる」ために、より多くの市民の
方々のご協力を得ること、かかわりを持っ
てもらうことを通して笑顔を広げたいと考
えます。





小金井桜のふるさと、豆知識



小金井桜の歴史
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